
令和７年度 第１回美瑛町図書館協議会会議録 

 

    日 時 令和７年５月１６日（金）午後３時～午後５時 

場 所 美瑛町図書館 会議室 

出席委員 飯田博志会長、小北千津子副会長、 

        佐藤雅輝委員、小寺利典委員、鈴木眞美委員、伊藤敬委員 

事 務 局 鈴木教育長、大庭館長、高橋図書係長 

 

１．開  会 

 

２．町民憲章朗唱 

 

３．教育長挨拶 

 

４．委員及び職員紹介 

各委員挨拶 

５．会長及び副会長の選出について 

  会長：飯田博志氏、副会長：小北千津子氏 選任 

６．会長挨拶 

 

７．議  題 

（１）令和６年度事業実績について 

会 長： 令和６年度事業実績ついて事務局より報告願います。 

事務局： 資料をもって説明。 

委員Ａ：読書通帳の交付について、これは延べ発行数か？ 

事務局：そのとおり 

委員Ａ：「80 対 20 の法則」のように、全体の貸出数の 8 割は 2 割のヘビーユ

ーザーが占めていると考えると、その 2割のヘビーユーザーのニーズを探る必要が

あるのではないだろうか。そういった分布が分かるような資料は出せるのか。 

事務局：肌感覚として一部のヘビーユーザーの方の借りる頻度や、その方の好

きなジャンルは分かるが、統計資料としては図書館の性質上、個人の貸出冊数や借

りた本のジャンルは出すことはできない。 

委員Ｂ：以前、年代別、ジャンル別の貸出冊数の資料は出していただいたが、

それは今でも出せるのか 

事務局：出せる。委員Ａの話は、より多く借りてくれる人のニーズを分析する



ことで、多くの貸出冊数につながるのではないか、という提案だった。が、図書館

の性質上、委員Ａの要求するような資料は提供できないと説明した。 

委員Ｃ：前回の協議会で、年代別にどのような本がより多く借りられているの

かということを質問して資料をもらった。そういった資料は提供してもらえると思

ってよろしいか。 

事務局：提供できる。ただ繰り返しになるが、今話題になっている委員Ａの求

めるような資料は図書館の性質上、提供できない。図書館としてはより多く借りて

もらえる個人のために注力し選書に反映させるということはしない。あくまで利用

者全体への奉仕活動としてニーズを探り、選書していく。 

委員Ｃ：誰がたくさん読んでいるかではなく、図書館全体として貸出冊数が伸

びることが望ましい。日々の活動の中でどうすれば貸出冊数が増えるのかを考えて

もらいたい。 

 

 

（２）令和７年度事業計画について 

会 長： 令和７年度事業計画ついて事務局より報告願います。 

事務局： 資料をもって説明。 

 委員Ｃ：漫画の箱貸しについて、昨年のいつごろから始まった事業なのか。 

事務局：具体的な資料を用意していないため正確ではないが、昨年の夏休み時期

には本格的に始動はしていた。 

委員Ｃ：漫画の箱貸しを新規事業にしていないのは昨年の途中から始めたためか。 

事務局：そのとおり。 

委員Ｃ：こどもの日スペシャルについて、以前の計画では子どもの読書活動応援

事業に記載されていたが、今回は図書館利用促進事業として記載されているが、こ

れは何故か。また、昨年度は読み聞かせを含め、様々な催しを行ったようだが、今

年については読み聞かせのみを行ったと理解してよろしいか。 

事務局：事業項目の変更については対象事業の性質を見直した結果、図書館利用

促進事業とするのが妥当と判断したためであり、事業規模が縮小したのではという

指摘については、外調機の修繕が済んでいないため、大きく人を集めるような事業

はしないように実施した結果である。 

委員Ｃ：それでは外調機が直り次第、事業規模は前年度のように回復すると考え

てよろしいか。 

事務局：それは確約できない。次年度であれば次年度の予算との相談となるため、

事業自体の要不要も含めて検討していく。 

委員Ｃ：今年のこどもの日スペシャルは何人の参加があったのか。 

委員Ｂ：20 人 



委員Ａ：読書通帳について、１冊満了すると 1 冊本が贈呈されるというが、その

本の自由度をあげれないか。また現時点では読書したご褒美が新たな本という構図

になっているが、もともと読書が苦手な子に対して現行のご褒美（本）ではモチベ

ーションが上がらないのではないだろうか。ご褒美をゲームにしろとは言わないが、

本以外の何かにはならないだろうか。 

委員Ｂ：あくまで読書通帳に関する贈呈は本で問題ないかと思われるが。 

委員Ｃ：むずかしいところだとは思うが、たくさん読む子に対しては本がご褒美

として適切であると考えられる。一方で読書の苦手な子に対しての手立てとしては

疑問が残る。しかし、ご褒美を変えるのではなくて図書館と学校とが連携して「た

くさん読む子」を育てていく事が大切なのではないか。 

事務局：学校との連携は始まっていて、市街地の小中学校とは図書館システムで

つながっているため、学校で借りた本も通帳に反映されるようになっている。また

へき地校についても、手書きの帳簿ではあるが、216 冊分記帳された際は派遣して

いるスタッフを通じ図書館へ連絡が入る仕組みになっている。 

委員Ｃ：ブックスタート事業について、以前は断られたが図書館職員が直接乳児

親子に読書の大切さを説明することはやはり厳しいのか。 

事務局：以前は保健センターで行われている 6 ヵ月健診に合わせてブックスター

トを行っていたが、現在はブックスタートは図書館で独立して行っているため、参

加した親御さんに読書を通した親子のつながりや大切さを説明させてもらってい

る。 

委員Ｂ：新しい図書館になってから、ブックスタート、保育所・幼稚園での読み

聞かせ、小学校での読み聞かせと切れ目なく美瑛の子どもたちは本にふれ合うよう

に計画されている。しかし、中学校入学を機にそれが途切れてしまうため、図書館

司書が中学校でブックトークをしたりすることで、中学生以上の子どもの読書離れ

対策を行ってくれている。 

 

事務局：読書通帳の対象図書について、現在漫画の箱貸しも通帳記帳の対象とな

っているが、今後どのように扱うべきか。漫画・視聴覚資料についても記帳対象と

して認めるべきか。 

委員Ａ：何を目的にするかによると思うが、漫画なども対象として読書通帳が貯

まっていく達成感を子どもが感じ、足しげく図書館を利用してくれるのであれば、

対象として良いと思う。他方で一人ひとりの読書の質を高めるために図書館を運営

していくのであれば漫画などを対象外とする事は悪いことではないと思う。 

事務局：学校現場ではどうだろうか。子どもの読書活動に配慮した際に「漫画で

も本は本」として扱っているのか。 

事務局：箱貸しについては実績を積み上げることを目的とした際は有効な手段だ



と考えられるが、公の図書館として、子どもに読書の習慣を根付かせる一つの目的

を考えた際に、単純に漫画貸出冊数を伸ばすことがその目的に合致した手段なのか

否かを今回この場で皆さんに意見を聞きたい。 

委員Ｃ：私は漫画から一般の本に興味が移り、読書活動が広がっていくというこ

ともあると考えるため、漫画は記帳対象としたままで良いと思う。 

委員Ａ：個人の意見としては、漫画から一般の本に進むことはないのかなと思い

ます。情報の質が違うため、本から漫画へ移行する人はいても漫画から本へ移行す

ることは少し考えにくいと思う。 

委員Ｂ：そもそも図書館に置いてある本なのだから、対象として良いのではない

か。 

事務局：美瑛町図書館は周辺の図書館と比べても、もともと漫画が充実した図書

館で重複したものをまとめて箱貸しし始めたが、漫画の貸出数が非常に伸びている

現在で、このような状況は公共図書館としてあるべき姿なのか、委員さん方に伺い

たい。 

事務局：今回確認したかったことは漫画を読書通帳に反映させるのか否かという

ことで、現行のまま箱漫画を認めてしまうと極短期間で貸し借りを繰り返した際に

すぐに通帳が貯まり、記念本がもらえるような仕組みとなっている。 

委員Ｃ 現時点ではそのような行為は見られるのか。 

事務局：現時点で明らかな故意をもって箱漫画の短期間貸し借りということは見

られないが、4 週間の貸出期間に対し 3 日で返却してきた例はある。 

委員Ｂ：それでも贈呈されるのは漫画ではないのだから気にしなくても良いので

はないか。 

 事務局：現状ではあくまで欲しい本があるから一生懸命読書通帳を貯めるという

よりも、本をたくさん読んだ結果として新たな本が贈呈されるような形式となって

いるため問題は少ないが、今後の贈呈品の如何によっては箱漫画を悪用しないとも

言い切れないとは思っている。 

 委員Ｃ：読書通帳は個人の希望者に渡しているのか。 

 事務局：小学校入学の際に発行していない全児童に図書館利用カードと合せて渡

している。漫画本と贈答品については今後の課題として、事務局で持ち帰り検討さ

せていただきたい。 

 会 長：実態に即した運用をお願いしたいと思います。 

委員Ｂ：水曜日の延長開館がなくなったのはどういった経緯からか。 

事務局：水曜日の延長開館についてはコロナ禍の時期に来館者の集中を防ぐ目的

で始まったもので、令和 4 年にコロナの扱いが 5 類にさがり、昨年度までの来館者

数を調べたところ一定の回復も見られ、延長開館の目的は果たしたと考えた結果、

令和 7 年 4 月をもって終了した。 



（３）「子どもの読書活動推進計画」（第３次）の策定について 

会 長：「子どもの読書活動推進計画」（第３次）の策定について説明願います。 

 事務局：資料のとおり説明し、作業について依頼（締め切り 7 月末）。 

事務局発協議事項 

① 具体的な目標値を記載するか否か 

② 対象となる子どもに対しアンケートを行い計画に反映させるか否か 

 

会 長 ①と②は今回協議するのか。 

事務局：今回ではなく、7 月末までの現行の計画の修正作業の際に検討していた

だきたい。様式は任意で、今回お渡ししている第 2 次計画書に朱書きでも構わない。

統計資料が必要な場合は個別に相談衣だたければ可能な限りお渡しする。各自修正

後の物を事務局の髙橋まで提出してもらいたい。 

会 長：子どもへのアンケート調査は早々に行わないと計画への反映に間に合わ

ないのではないか。 

事務局：そのとおり。行うことが決定した際は、夏休み前後を見据えてすぐにで

も実行できるように準備をしていく予定だ。また現在はアンケートアプリなどもあ

るため、以前ほど回答の手間はかからないかと思っている。 

会 長：アンケートについては実施者の意図に沿うように誘導する方法もあると

思われるが、あまりに無作為に行うと収拾がつかなくなる可能性があると思うが、

どうか。 

事務局：今回計画しているものはあくまで実態調査のため、不読の子も含めて美

瑛町の子どもがどれくらい本を読んでいるのかを調査したいと思っている。 

委員Ａ：これからアンケート内容を検討し実施したとして、その結果は 7 月に委

員の提出した第 3 次計画案には反映されないという事か。 

事務局：そのようになる。 

委員Ａ：本来であればアンケート結果などの資料が協議会に提出された後に、そ

れをもとに修正案を募るのが普通ではないか。 

事務局：結果が出次第お伝えはする。3 月までの最終決定までに反映できればと

考えている。 

委員Ｃ：第 2 次計画書には成果が記載されていないが、どういうことか。 

事務局：成果については委員の皆さんが感じ取ったことを書いてもらい、第 3

次計画に反映してもらいたい。 

委員Ａ：成果の判断は委員には難しいのではないか。 

事務局：大きくお願いしたいことは、これまでの計画が時代に即しているのか、

遣われている文言は適切か、不要な事業はないかなどで、判断基準については各委

員にお任せしたい。その後事務局で取りまとめたものを 3 月の第 2 回協議会で協議



いただきたい。 

委員Ｂ：第 1 次計画については残っているのか。 

事務局：残っている。 

委員Ａ：一通り読んだが、この計画を実行するのは誰か。 

事務局：町全体で進めていく計画のため、対象は全町民（子ども）となり、その

なかで図書館や学校、家庭など、それぞれの場所で計画に沿った活動することとな

る。 

委員Ａ：つまり図書館という枠を超えることとなるのではないか。 

事務局：実行するのは町民だが、主に先導するのは図書館となってくると思われ

る。 

委員Ａ：ちなみに現行の第 2 次計画を知っている町民はどの程度いるのか。 

事務局：認知度については分からない。行政の計画においては町民と一体となっ

て進める必要があるため、推進計画を策定している。 

委員Ｄ：各計画についての自己評価はどのようになっているのか、それが提出さ

れない状況で「各々成果と課題を提案してください」と言われても難しい。 

会 長：予算策定の際にこの計画に沿って反映させていれば評価につなげやすい

が、そうではないため難しくなってしまっている。 

事務局：そのとおり。今後の課題として事務局側で整理していきたい。 

今回の作業内容としては時代に即した計画か否かと文言は適切かを判断してい

ただくという事としたい。 

委員Ａ：仮に今回第 3 次計画ができたとしたら、役場はどれくらいの予算をもっ

て実行してくれるのか。年々図書と台頭する娯楽は勢力を増しているため、その娯

楽を抑えてでも図書を推進していくためには相当な力が必要になってくることが

予想される。そういったなかで美瑛町はどれほど本気で計画を実行してくれるのか

が知りたい。 

事務局：現状では具体的な数値がないため、第 3 次計画では目標値を設定したい

と思った。 

委員Ｃ：中学校でも読書時間を決めて実行されているのか。 

委員Ｅ：している。 

委員Ｄ：確認だが、全く新しい計画を立てるわけではないという理解でよろしい

か。 

事務局：そのとおり。 

委員Ｅ：アンケートは無しでよろしいか。 

事務局：できれば行いたい。 

委員Ｅ：実際にアンケートを取るのであれば質問内容をかなり平易なものとして、

質問数もかなり吟味する必要がある。学校でのアンケートは非常に厳しいと考えて



いただきたい。 

事務局：当初の説明と反してしまうが、まずは事務局にて修正案を作成し、6 月

中に素案として提出し、7 月末までに事務局に提出いただきたい。 

 

（４）今後の協議会開催の日程等について 

事務局：第２回は令和８年３月を予定。 

（５）その他 

 

８．閉  会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


